
 10 月 25 日（日）に 2020 年第 3 回大会を行いましたので、その熱戦ぶりの一コマをお知らせし

ます。 

当協会のシングルス大会は 2018 年に「発足 30 年記念シングルス大会」を開催して以来、今回

で通算 5 回のシングルス大会となります。 

企画担当理事の宣言通りに「毎月開催」にこぎ着けました。流石にこの時期になれ

ばネックとなる「ｋa」の攻撃もないだろうとの目論みはちょこっと外れましたが、

「県立柏の葉公

園に隣接する県

民プラザ広場」

は、この規模で

のイベントでは

まさに適地で

す。 

当日は紺碧の

秋空。風もなく、

気温も最適。ま

さにスポーツの

秋をそのまま当てはめたような好天でした。 

◇開始前の集合写真ではベテラン、若手が入り混じって闘士みなぎるショットが撮

れました。 

試合方法が毎度チョコっと変わる O 井企画理事の説明ですが、今回はトリプルス

対戦も予定しているとのことで、シングルスは参加者 20 名を 5 名×4 ブロックに抽

選分けして予選を行い、上位２位決勝リーグ進出＋３位以下全員でビュット寄せし

て上位４名を選出。決勝は 12 名でトーナメント戦。決勝進出できなかった 8 名はふ

れあいトーナメント戦を行いました。（なお、トーナメント戦では３位以下の順位は直接対



決しないと順位決めできませんが、時間の都合上獲得点数が多い選手を上位としました。） 

今回、銚子会員 5 名と

若手 M 田さん、ベテラ

ンいぶし銀の I 倉選手

が初参戦。獲得延べ点

数では過去２回ハンデ

があり不利ですが、ガ

チの個人戦は、誰にも

頼れない不安のなかに

勝負に対するこだわり

感・緊張感が面白いと思っております･･･（あくまで個人の見解です） 

            ◇試合風景 

いざ試合が始まれば、皆さん己の勝利に

こだわり真剣そのもの。ブロック組み合わ

せや試合運びに運やツキは多々あります

が、上手な選手を真摯に見習って自分も上

達したいものです。 

今回テランは落ち葉がチラホラ落ちて

（公園の方に開始前に清掃して頂きまし

た）、乾いた状態。前回とは全く違いまし

た。またコートも 8 ゲームが同時進行す

るなかでは、多少幅が狭い状況でした。 



◇予選成績 

予選 A、B、C、D ブロックのリーグ戦結果です。 



予選突破は☆A ブロック：O 井、I 井 ☆B ブロック：G 間、Y 田 ☆C ブロック：N 山、I 倉 

☆D ブロック：N 岸、N 村の 8 名と、残り４名はビュット寄せのショットが決まり、M 田、K 田、

H 石ｓ、O 山内が進出しました。 

 

◇決勝トーナメント対戦成績 

決勝戦は 12 名進出での変則

トーナメント戦となりました。

（当初の人数変更に対応でき

なかったため･･･）  

このあたりが組み合わせ抽

選運もありますが、ともかく

決勝まで上りつめたのは、常

連 G 間さんと企画理事の仕事

そっちのけで試合に没頭した

O 井さんとの一騎打ちとなりました。今回の G 間 vs O 井戦は、前回覇者の連覇か、阻止の密命を

受けた O 井さんがストップをかけるかが見どころ・注目点で、前回の無観客試合とは異なり、観

客多数？の中で対戦が行われましたが（うらやましぃ･･･）、結果は G 間さんがＯ井さんを土俵に

うっちゃり見事な、連覇達成となりました。 

◇ふれあいトーナメント 

予選落ちした 8名のふれあいトーナメ

ント戦は落ちたショックをものともせ

ず、D 学さんが賞金をゲット。この試合

もランキング得点に関係する大事な勝

負なので、みなさん頑張りましたが、そ

の時の調子もありますね。 

 

 



◇トリプルストーナメント 

最後に団体戦トーナメントを実施し

ました。組み合わせも抽選なので、初顔

合わせでも、ペタンクは協力しながら楽

しめることが出来ます。 

とはいえ、優勝チームはO山内、N岸、

I 倉チーム。抽選は正しく行われたので

しょうか･･･と思えるほどベテランが集

まったチームでした。（ちなみにこの成績は

ランキングに反映しません。） 

 

◇表彰式 

決勝リーグの優勝、準優勝、３位 及び、ふれあい優勝の面々です。 

G 間さんの連覇には貫禄がにじみ出てｲﾏｽ･･･（余裕綽綽・独走じゃ！！） 

準優勝の O 井さんもドヤ顔が曇りがちですね。悔しさがにじみ出てイマス。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◇ポイント 

今回の《ポイント》 ベスト 5 までの発表です。銚子会員Ｙ田さん お見事！ 

① G 間《250》 ②Ｏ井《200》 ③Ｎ山《180》 ④Ｎ岸《170》 ⑤Ｙ田《160》 

〇累計《ポイント》（ベスト 8 までの発表です） 

① G 間《700》 ②N 山《570》 ③N 岸《480》 ④N 村《470》 ⑤I 井 k《460》 

⑥ O 井《430》 ⑦H 石ｓ《370》 ⑧Ｏ山内《350》 

トップが独走態勢に入っています。3 位～５位は団子状態。まだまだ試合は続く･･･ 

 

◇epilogue・あとがき 

ということで、2020（令和２）年第 3 回シングルス大会が終了しました。 

今回もちらほらと通行人が試合観戦。何名かは「何しとるんねん」とは言いませんが、ペタン

クに興味がある方もおりました。 

コロナ禍で活動も制限されるなか、試合中はソーシャルディスタンスの心がけ。開始直後、Ｔ

野さんに参加者を一人づづ検温していただき、アルコール消毒液も備えての大会となりました。 

今回も怪我や事故もなく無事終了できて一安心。いつもながら、シングルス開催に尽力いただ

いた企画理事の O 井さん、事務局長の Y 沢さん、会場予約をお願いした H 川さんはじめ、多く

の皆さんのご協力で、深まり行く晩秋のペタンクを楽しみました。 

 なんといっても、遥々銚子から数時間かけてお越し頂いた銚子会員の面々。ペタンク始めた

ばかりの若手選手Ｍ田さん。みなさんペタンクの楽しさを味わえたでしょうか？ 

はたまた、ベテランいぶし銀のＩ倉さん。全日本参加選手にお越し頂き嬉しいです。（とはい

え、詰め込んだゲームにお疲れだったご様子･･･） 

試合はガチでも合間を縫ってベテランペタンカーの方々がビギナー選手を優しく？手ほどき

していましたね。 

それでは、次回また、柏の葉でお会いしましょう！！  

お気づきの点やご要望は管理人あてメールして下さい。（文責 H 石） 


